
 

 

 

～体育大会みんな輝いていました～ 

 ９月１０日（日）「百花繚乱」～時は来た！爽・走・創・魅せろ団結！！～のスローガンのもと第１１

回体育大会を実施しました。今年度は、久しぶりに観客の制限がなく、たくさんの方々に声援を送ってい

ただいた中での大会でした。 

生徒は、実行委員、応援リーダーを中心に夏休みから当日まで、意欲的に活動しました。準備期間に感

心したことは、実行委員、リーダーの「体育大会をみんなにとって思い出に残るものにするために成功さ

せよう」とする気持ちがしっかりと伝わってきたことです。夏休みから、各団の特色を表そうと自主的に

活動し、９月に入り全体練習が始まってからも、団をしっかりまとめ、励ましていました。団員もリーダ

ーの思いに応えようと指示をよく聞き活動していました。また、練習の時間を常に意識し、早め早めの行

動は感心させられるものでした。 

本番では、生徒一人ひとりが真剣に競技に臨み、最後まで精一杯頑張る姿と、団席から大きな声援をお

くる様子が随所にみられました。応援合戦ではこれまでの練習の成果を発揮し、エネルギッシュでまとま

りのある演技を披露しました。また、３年生の学年種目「想い想われ 借り借られ」では保護者・来賓の

方々にも快く参加していただき、生徒を思う保護者や地域の方々の温かい気持ちが伝わってきました。 

体育大会期間を通して、海青中生徒が持っている力の大きさと期間を通しての成長を見ることができ、

学校教育目標である「海青中を誇りに思う生徒の育成」～優しさあふれる学校に～を具現化する素晴らし

い体育大会でした。生徒・保護者・地域の方々・本校職員等、体育大会に関わってくださった方々に感謝

申し上げます。 
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～生徒会頑張っています～ 

 ８月２６日（土）、生徒会本部役員が桃山天下一にお

いて２４時間チャリティー募金を行いました。非常に暑

い日でしたが、大きな声で募金を呼びかけ、買い物に訪

れた沢山の方々が募金に協力していただきました。活動

は大変でしたが、人のやさしさに触れることは、生徒に

とっても非常に良い経験になったと思います。お疲れ様

でした。なお、募金集計額は２５，２０９円でした。 

 

～部活動等の結果～ 

◇男子卓球部 全日本卓球選手権カデット男子シングルス（１４歳以下の部） 

北西部地区予選 坂本竜次郎 第３位 

佐賀県予選   坂本竜次郎、坂本琉世 ベスト８ 

◇女子卓球部 全日本卓球選手権大会北西部地区予選カデット女子シングルス（１３歳以下の部） 

平野心温 第３位 

◇バレーボール部 唐津地区サマーリーグ中学生バレーボール大会 北波多中会場 優勝 

◇バスケットボール部 唐津地区新人戦シード決め大会 予選リーグ２敗（ＶＳ浜玉中、北波多中） 

◇野球部 唐津地区新人戦唐津市長旗大会 ９ ＶＳ １０ 早稲田佐賀中（延長８回タイブレーク） 

     ドリーム旗争奪中学生軟式野球大会 地区予選 １３ ＶＳ ０ 高峰中 

◇「社会を明るくする運動」作文コンテスト地区審査 特選 松本愛音「犯罪を見た時の私の行動」 

※保護者の皆様へ：学校便りに表彰関係も含め、生徒名を記載する場合があります。ご都合により掲載を遠

慮される場合は、担任までお伝えください。よろしくお願いいたします。 

 

日 曜 主　な　行　事 日 曜 主　な　行　事

21 木 ２年生職場体験学習（～22日） 13 金 １年生防煙教室

26 火 県立高校説明会（2・3年生） 17 火 ３年生ＳＡＧＡテスト（～18日）

2 月 中間テスト（～3日）交通安全教室 26 木 振替休日（28日分）

3 火 ２年生性教育講演会 29 日 文化発表会

7 土 地区駅伝大会 30 月 振替休日（29日分）
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成功も失敗も大切！ 

あるネズミの実験について紹介します。ゴールまでいく通りもある迷路の中で、失敗を繰り返し、や

がて最短ルートを見つけるそうです。しかし、それぞれ最短ルートを見つける日数は違います。カギ

は、学習の初めにどれだけ意味のある失敗をしているか。分かれ道でいつも同じ方向に曲がってしまう

ネズミよりも、毎回違う方向に曲がって試すネズミの方が早く最短ルートを見つけるそうです。 

私たちも、普段一つのものを習得するのに試行錯誤を繰り返しています。成功するまで、失敗はでき

るだけしたくないものですが、失敗が避けられない場合もあります。失敗を成長へとつなげる意味のあ

るものにできるかどうかは、失敗した後の考え方や行動が大切です。伸びるスピードは違っても、すべ

ての経験を成長の糧にしていってほしいです。 


